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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

タケノコは現在（令和 5 年時点）でも県内 29 市町村で出荷が制限されていることから、農作

物で 137Cs 移行低減効果が確認されているカリウム施肥のタケノコ栽培への有効性を検証した。

平成30年に県内のモウソウチク林において、カリウム施肥量を変えた４区の試験区を設置した。

令和 3 年と令和４年に各試験区からタケノコを採取し、137Cs 濃度を測定した。各区の移行係数

（タケノコ 137Cs 濃度／土壌 137Cs 濃度。以下、TF。）を比較した結果、両年ともカリウム施肥量

が多い区ほど、平均値及び中央値は低い値となった。このことからタケノコ栽培においてもカリ

ウム施肥による 137Cｓ移行低減効果が確認された。 

                                                                                                                           

（１） 試験区は無施肥区、散布区 A（散布量 400kg／㏊）、散布区 B（散布量 1,600kg／ha）、散

布区 C（散布量 3,800kg／ha）の 4 区とし、平成 30 年に化成肥料を人力散布した（図－

１）。 

（２） TF はタケノコの 137Cs 濃度とそのタケノコが発生した土壌の 137Cｓ濃度から 1 本毎に算出

した。なお、タケノコは地下茎から細根が発生していることから地下茎の深度の土壌を測定

対象とした（図－２）。 

（３） 令和３年と令和４年の TF を比較すると、施肥を行っていない無施肥区に比べて、施肥を行

った区では TF が低い状態で維持された（図－３）。 

 

２ 期待される効果 

（１） カリウム施肥はタケノコの 137Cs 移行低減対策として有効であることが確認された。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） タケノコ（竹林）は地下茎で広範囲に繋がっているため、採取予定区域よりも広範囲にカ

リウム施肥を行う必要がある。 
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図－１ 試験区概要                図－２ タケノコと地下茎の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 令和 3 年及び 4 年の各区 TF 値 

 

 

Ⅲ その他 

１ 執筆者 

長峯 秀和 

２ 実施期間 

   平成３０年～令和 4 年 
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